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６
４
３
２
人
の
犠
牲
者
を
出

し
た
阪
神
大
震
災
は
1
7
日
、
発

生
か
ら
丸
５
年
を
迎
え
る
。
兵

庫
県
と
大
阪
府
で
ピ
ー
ク
時
に

４
万
７
９
１
１
・
・
世
帯
が
幕
ら
し

た
仮
設
住
宅
は
今
月
1
4
日
に

全
面
解
消
し
、
復
興
は
一
応
の

区
切
り
を
迎
え
た
。
し
か
し
、

被
災
者
の
生
活
再
建
は
ま
だ

途
上
だ
。
震
災
に
不
況
が
重
な

り
、
雇
用
環
境
の
悪
化
は
深

刻
だ
。
ハ
ー
ド
の
整
備
は
完
了

し
、
街
並
み
だ
け
は
美
し
く
な

っ
た
が
、
人
の
復
興
は
こ
れ
か

ら
で
、
継
続
的
な
支
援
が
望
ま

れ
る
。

　
　
（
２
、
3
1
面
に
関
連
記
事
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
よ
る
追
悼
イ
ベ
ン
ト
は
1
5

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
横
浜
市
中

区
の
山
下
公
園
で
は
こ
の
日

夕
、
市
民
ら
約
３
０
０
人
が
参

加
し
て
約
６
５
０
０
本
の
ろ
う

そ
く
に
火
を
と
も
し
、
阪
神
だ

け
で
な
く
、
ト
ル
コ
や
台
湾
な

ど
世
界
各
地
で
起
き
た
震
災
犠

牲
者
へ
の
鎮
魂
と
復
興
の
祈
り

を
さ
さ
げ
た
‥
‥
口
写
真
、
1
5
日
午

鎮
魂
の
「
火
」
全
国
か
ら
６
万
本

二大こ

剱諮

jL腿

あ

寸-

５

ｔｌ笠

後
５
時
4
0
分
、
松
田
嘉
穂
写
す
。

こ
れ
を
ス
タ
ー
ト
に
、
1
7
目
に

か
け
て
北
海
道
、
愛
知
、
岡
山
、

香
川
な
ど
全
国
1
8
都
道
府
県
で

計
約
６
万
本
の
ろ
う
そ
く
が
と

も
さ
れ
る
。

　
1
7
日
は
、
兵
印
県
な
ど
が
主

催
す
る
犠
牲
者
追
悼
式
や
神

戸
ご
四
宮
、
宝
塚
、
明
石
斧

な
ど
に
よ
る
追
悼
式
が
開
か
れ
。

る
。
ま
た
被
災
地
に
１
２
０
力

所
以
上
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な

ど
で
は
、
地
震
が
起
き
た
「
午

前
５
時
4
6
分
」
を
中
心
に
、
市

民
に
よ
る
追
悼
行
事
が
行
わ

れ
、
被
災
地
は
祈
り
に
包
ま
れ

る
。
　
「
震
災
取
材
班
」

　
阪
神
大
震
災
で
、
多
く
の
犠

牲
の
上
に
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ

と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
「
困
っ

た
時
は
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う

気
持
ち
ぺ
体
験
の
中
か
ら
生

恩
返
し
世
界
ぺ
才
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ま
れ
た
こ
と
も
そ
の
一
つ
だ
。

震
災
後
、
世
界
各
地
の
災
害
に

対
す
る
支
援
に
も
、
ま
た
そ
の

在
り
方
に
も
関
心
は
高
ま
り
、

参
加
の
輪
は
大
き
く
広
が
っ

た
。
　
図
に
は
、
主
な
地
震
へ
の

　
「
官
」
（
国
際
協
力
事
業
団
を

含
む
）
の
派
遣
を
示
し
た
が
、

特
に
目
覚
ま
し
い
の
は
非
政
府

組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
に
よ
る

　
「
民
」
の
援
助
だ
。

　
例
え
ば
兵
庫
県
内
で
活
動
す

る
数
十
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
災
害
の

度
に
「
緊
急
支
援
委
員
会
」
を

建
築
協
会
な
ど
が
被
災
地
に
無

償
提
供
し
た
の
も
、
そ
う
し
た

援
助
の
一
つ
の
表
れ
だ
。
た
が
ド

輸
送
料
（
ト
ル
コ
の
菊
合
上
戸

約
3
0
万
円
）
が
相
手
負
担
だ
っ

た
た
め
、
「
希
望
に
添
え
た
」

と
言
い
切
れ
な
い
の
が
残
念

だ
。
援
助
の
在
り
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。
【
氷
置
恒
夫
】
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